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生産技術部関係（農場）

１．乳牛及び肉牛 

(1)乳牛及び肉牛の飼育頭数

 令和 2 年度の乳牛（ホルスタイン）及び肉牛（黒毛和種）の飼育頭数を表 1-1 に示した。昨年の飼育頭

数と比較してみると,ホルスタインの頭数については，小計で同じであったが今年度育成が４頭多く後継牛

が着実に増えている。乳牛の生産頭数は昨年度と比較して４頭減少したが、乳牛雌の生産は目標をクリア

している。肉牛飼育頭数に関しては，昨年度と同じであった。令和 2 年度の肉牛の生産頭数は令和 1 年度

と比較して１頭減少したが、まずまずであった．

表 1-1  令和１年度乳牛，肉牛飼育頭数                   （単位：頭）

品    種 区分*１ 性別 
飼 育 頭 数 令和 2 年度 

平成 29.4.1 平成 30.4.1 平成 31.4.1 平成 31.4.1 生産頭数*2 購入頭数

ホルスタイン種 

成 ♀ 28 24 31 27 
育 ♀ 18 23 18 22 H♀12 
肥育 去勢 0 0 0 0 H♂ 5 

小 計 46 47 49 49  

F1・F1クロス 

黒毛和種 

成 ♀ 17 18 20 21 F1♀ 2 
育 ♀ 4 5 4 1 F1♂ 3 

肥育 
去勢 5 7 10 9 JB♀10 
♀ 4 5 6 9 JB♂10 

小 計 30 35 40 40 
合       計 76 82 89 89 42 0 

*1成：18 ヶ月以上 育：18 ヶ月以下  *2 H：ホルスタイン JB：黒毛和種 F1：ホルスタイン＊黒毛和種

(2)乳牛の生乳生産

 令和 2 年度の年間生乳生産量を表 1-2 に示した。平均搾乳頭数は 22.0 頭で，令和 1 年度より少し減少し

ている。年間出荷量は 229,838kg と昨年度より約２トン少なかった。これは、高体細胞牛、乳房炎牛、SA

牛、７頭を除籍したためである。乳成分のうち，乳脂率は平均 3.83％で，令和 1 年度より低くなっている。

体細胞数は平均 169,000 であり，令和 1 年度と比べて低くなっており，熟慮のうえ，状態の悪い７頭を除

籍したため低くなった。表 1-3 に令和 1 年度個体別産乳量及び飼料給与量を示した．TMR を年間 234ｔ給

与し，搾乳ロボットで濃厚飼料 51ｔを給与した．令和 1 年度の TMR 給与量が 252t に対して大きな変動は

なかった．

令和 2年度の乳牛の平均産次数は 1.5産で搾乳日数 366日，期間乳量12,156kgであり，305日乳量は 10,374kg

と令和 1 年度と比べて平均産次数は上がり，搾乳日数は下がった．1 頭当たり 305 日乳量は上回った．
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表 1-2 令和２年度生乳生産量                    (乳脂率･乳蛋白率･無脂固形率:％)

月
頭
数

一 等 乳 (kg) 初  乳 (kg) 
乳
蛋
白
率

無
脂
固
形
率

体細胞
数

*1000生産量 売払 哺乳
実
験
等

供
用
換

哺乳 廃棄

4 月 20.0 18085.8 17845.2 240.6 0.0 0.0 0.0 6.6 -6.6 3.81 3.30 8.76 158.33

5 月 22.0 19975.0 19657.1 317.9 0.0 0.0 630.9 80.1 550.8 3.82 3.30 8.79 202.67

6 月 23.0 18203.7 17986.5 217.2 0.0 0.0 105.4 32.0 73.4 3.74 3.30 8.77 326.33

7 月 20.0 14540.8 14327.1 213.7 0.0 0.0 145.0 32.0 113.0 3.73 3.25 8.76 308.33

8 月 19.0 15946.1 15584.1 362.0 0.0 0.0 86.6 23.3 63.3 3.78 3.21 8.71 169.67

9 月 18.0 16581.6 16153.4 418.2 0.0 10.0 145.9 37.7 108.2 3.64 3.23 8.79 129.00

10 月 22.0 19390.2 18670.2 720.0 0.0 0.0 338.3 69.6 268.7 3.82 3.34 8.91 146.00

11 月 23.0 20176.3 19391.2 785.1 0.0 0.0 149.7 42.5 107.2 3.83 3.29 8.82 126.00

12 月 23.0 21591.5 21252.9 338.6 0.0 0.0 92.6 21.1 71.5 3.85 3.36 8.92 124.33

1 月 24.0 23679.6 23174.7 504.9 0.0 0.0 185.8 52.5 133.3 4.02 3.47 9.03 96.33

2 月 25.0 22368.2 21839.2 529.0 0.0 0.0 189.7 46.1 143.6 3.98 3.41 8.94 114.67

3 月 25.0 24488.2 23956.5 531.7 0.0 0.0 18.6 8.0 10.6 4.00 3.31 8.89 130.67

合計 22.0 235027.0 229838.1 5178.9 10.0 2088.5 451.5 1637.0 3.83 3.31 8.84 169  

(3)乳牛の繁殖成績

 令和 2 年度に分娩した乳牛は 25 頭であった。令和 1 年度と比較して少し多かった。3 頭の死産があり，

生まれた乳牛 17 頭中 12 頭が雌であった．乳牛雌の産出数は昨年を下回った．令和 2 年度分娩乳牛の平均

産次数は 1.6 産で，平均交配回数は，1.6 回であった。交配回数は令和 1 年度と比較して，非常に少なくな

っている，今後も継続したい．

子牛(生後 0～90 日)の給与量は，雌の平均濃厚飼料（カーフスターター）は 51.5kg, 乾草 15.8kg であり, 濃

厚飼料が減少し, 乾草が増加した. 90 日の平均体重は 121.4ｋｇと少し減少した. 乳雄とＦ1 の給与量は出

荷したためデータがなかった．

(4)肉牛の繁殖成績

 令和 2 年度の肉牛の繁殖成績を表 1-6 に示した. 令和 2 年度に分娩した黒毛和種は 21 頭であった. これ

らの平均産次数と平均交配回数はそれぞれ4.4産と1.8回であり,元年度より平均産次数が増加した. これは，

初産の頭数が 2 頭で，昨年よりも 2 頭少なかったためである. 分娩頭数は昨年と同じであった. 子牛の体重

は, 120 日齢で去年を下回った. これは, 夏季の放牧圧の掛けすぎにより親が削痩し, 乳量が低下してしま

ったためである. 
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表1-3 令和1年度乳牛の個体別産乳量及び飼料給与量                                             （kg）
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表 1-4 令和２年度個体別 305 日乳量                                                  （単位:kg）

表 1-5 令和２年度乳牛繁殖成績

子牛品種* H:ホルスタイン F1：ホルスタイン×黒毛和種
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表 1-6 令和２年度肉牛繁殖成績

子牛品種* JB：黒毛和牛
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(5)乳牛及び肉牛の売払状況

 令和 2 年度の家畜売払状況を表 1-7 に,出荷成績を表 1-8 に示した. 乳牛，和牛，F1 合わせて 34 頭を出荷

した. 今年度は, 市場相場平均が下落し和牛子牛, F₁♂の平均価格が昨年を下回った. 

表 1-7 令和２年度乳牛および肉牛売り払い状況

 種別* H:ホルスタイン F1：ホルスタイン×黒毛和種 JB：黒毛和牛

表 1-8 令和２年度乳牛及び肉牛の畜種別出荷成績

種別* H:ホルスタイン F1：ホルスタイン×黒毛和種 JB：黒毛和牛
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(6)家畜疾病状況

 表 1-9 に令和２年度の家畜疾病状況をしめし．乳房炎については，年度前期に送風機の設置及び始動が

梅雨開け後にずれ込んだ影響で，梅雨時期に牛床が糞尿等で湿った状態に悪化し，多くの牛で乳電導度や

体細胞数の上昇（乳質の悪化）が起こった．その後、乳質が改善されない牛が時間差で乳房炎を発症する

状態が続いた．送風機始動後は牛床も乾いた状況に改善され，徐々に乳房炎の発生も減少した．年度後期

は乳房炎の発生件数が例年より非常に少なく推移し，乳房炎の発生件数は 12 件と前年度（11 件）とほぼ

同数に収まった．

 その他の疾病では分娩後の血乳症が例年より多く発生し，一部の牛では軽度の血乳が一か月程度つづき，

生乳出荷できない事例も有った．

 蹄病に関しては伝染性の皮膚炎が減少しており，数頭の牛が慢性的に軽度の皮膚炎を繰り返す状況に変

化している．

令和２年度疾病状況（全 57 件）
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表 1-9 令和２年度家畜の疾病状況
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２．中小家畜 

(1)中小家畜飼育頭数

 令和２年度の緬羊，山羊の飼育頭数を表 2-1 に示した．

表 2-1 令和２年度中小家畜飼育頭数                     （単位：頭）

○緬羊

  緬羊の平均飼育頭数は，22 頭と前年度より 2 頭増加した.

○山羊

表 2-1 に示すように, シバ山羊の平均飼育頭数は増加にあるが, 病気への抵抗力が弱く実験利用が難し

いため, トカラ山羊の利用を進める事になった. トカラ山羊の平均飼育頭数は横ばいになっている. 

(2)中小家畜の繁殖及び育成成績

令和 2 年度の緬羊および山羊の繁殖成績を表 2-2 に示した. 育成成績を表 2-3, 2-4, 2-5 にそれぞれ示

した.育成成績については, 12 月に体重計が故障したため FMACHA システム(眼結膜確認による貧血検査)

の利用を 2 月より開始した. 

表 2-2 令和２年度 緬羊・山羊繁殖成績

（注）産子数は死産も含まれる. よって産子数・平均生時体重・一腹産子数は, 生産頭数とは異なる. 
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表 2-3 令和２年度緬羊体重測定・FAMACHA 結果

※12 月, 1 月は計測無し. 2 月より FAMACHA テストを利用開始, 生後 2 か月以内の個体は体重を計測. 

FAMACHA スコアの見方

1 鮮血色 : 健康, 駆虫不要

2  赤から濃いピンク色 : 貧血症状無し, 駆虫不要

3  ピンク色 : 貧血の疑い, 駆虫するか否かは生育状態によって判断

4  淡いピンク色 : 貧血, 隔離して駆虫が必要

5  薄い肌色 : 重篤な貧血症状, 駆虫が必要であるが回復は難しい

○緬羊

繁殖成績は，交配頭数は 11 頭であったが分娩頭数は 7 頭であった. 産子数は 10 頭であり，一腹産子数

は1.4頭であった. 仔緬羊の平均生時体重は４.3kgと昨年度よりも増加した. 今年度は受胎率が大きく向上

し, 種♂の成長が見られた.



広大 FSC 報告，19：18－33，2021 業務報告（生産技術部関係（農場））

- 28 -

○山羊（シバ）

シバ種の繁殖成績は，交配頭数 15 頭と前年度より 6 頭増加し，分娩頭数も 7 頭と 2 頭減少した. 産子数

は 13 頭であり，一腹産子数は 1.9，平均生時体重は 1.3kg と減少した. 更新予定に従い交配頭数を増やした

が疾病等が多く死亡する個体もいた. また受胎率も悪化した. 来年度からはトカラ山羊の利用を進める事

となった. 

表 2-4 令和２年度山羊（シバ）体重測定・FAMACHA 結果

※12 月, 1 月は計測無し. 2 月より FAMACHA テストを利用開始, 生後 2 か月以内の個体は体重を計測. 

FAMACHA スコアの見方

1 鮮血色 : 健康, 駆虫不要

2  赤から濃いピンク色 : 貧血症状無し, 駆虫不要

3  ピンク色 : 貧血の疑い, 駆虫するか否かは生育状態によって判断

4  淡いピンク色 : 貧血, 隔離して駆虫が必要

5  薄い肌色 : 重篤な貧血症状, 駆虫が必要であるが回復は難しい
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○山羊（トカラ）

トカラ種の繁殖成績は，交配頭数 23 頭と前年度より 10 頭増加し, 分娩頭数は 12 頭であり，前年度よ

り 1 頭減少した. 産子数は 19 頭と前年度と同じで，一腹産子数は 1.6 頭であり，受胎率は低下したが一腹

産子数が増加した. 

表 2-5 令和２年度山羊（トカラ）体重測定・FAMACHA 結果

※12 月, 1 月は計測無し. 2 月より FAMACHA テストを利用開始, 生後 2 か月以内の個体は体重を計測. 

FAMACHA スコアの見方

1 鮮血色 : 健康, 駆虫不要

2  赤から濃いピンク色 : 貧血症状無し, 駆虫不要

3  ピンク色 : 貧血の疑い, 駆虫するか否かは生育状態によって判断

4  淡いピンク色 : 貧血, 隔離して駆虫が必要

5  薄い肌色 : 重篤な貧血症状, 駆虫が必要であるが回復は難しい
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３．飼料作物

(1)作付け及び収穫状況

 令和元年秋から令和 2 年夏までの作付け及び収穫状況を表 3-1 に示した．令和 2 年度の収穫状況は秋播

種作業が 10月中に完了した．生育も順調に進んでいたが，令和 2年冬より新型コロナウイルスにより，様々

な制限があり，5 月のイタリアンの収穫では，人数が限られた中での作業となった．そのような状況下で

も順調に収穫を終えることができたので，ロール数，乾物量ともに前年収量を上回る結果となった．作業

機械についても大きな不具合等もなかった．

春夏作のトウモロコシの収穫状況は，前年の 8割程度となった．前年に比べ，作付面積を増やしたが，雑

草防除時期と梅雨が重なり，適期に農薬散布を行うことができなかった圃場があった．そのため，生育が

良くない圃場があり収穫量が少なくなった．作業機械については大きな故障もなく順調に作業を進めるこ

とができた．

(2)家畜別収穫調製量

家畜別生産量を表 3-2に示した．裁断型コーンサイレージは前年を下回ったが，乳牛向けに生産してい

るイタリアンライグラスロールサイレージ及び裁断型コーンサイレージは，ともに必要分を確保すること

ができた．肉牛・中小家畜向けは，混播を中心に生産し，前年と同程度の収量となった．

(3)農業機械稼働状況

飼料作物関係車両・作業機使用時間を表 3-3に示した．令和 2年度も昨年に引き続き機械の更新を行う

ことができなかった．半数以上の機械が購入後 20年以上経過しており，早急に更新を行っていく必要があ

る．また，修理や部品交換の頻度も増えている．適切な対応により，作業効率の低下，作業の危険度の上

昇，加えてより深刻な不具合による修理費の高騰を防がなければならない．

循環型畜産を続けていく限り，飼料作物は必要不可欠なものである．トラクターも含め作業機も更新して

いく必要がある．

今後の機械更新については，昨年に引き続きトラクターについては，故障の多いフォードトラクターを優

先的に更新すべきと考える．作業機に関しては，昨年に引き続き使用頻度及び生産性の観点からロールベ

ーラ及びラッピングマシンの更新が必要である．加えて，刈り取り機械であるモアコンディショナ及びデ

ィスクモアも購入後 20年以上経過し修理の頻度，修理額ともに増加しており，更新の必要がある．
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表 3-1 令和２年度 飼料作物・牧草・作付け・収穫調製状況

注)① 化成肥料は，N 14％，P2O5 14％，K2O 14％

注)② 草種ごとの播種量
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表 3-2 令和２年度 家畜別粗飼料生産量

表 3-3 令和２年度 飼料作物関係車両・作業機使用時間
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